


寺、八坂東遺跡、愛知郡秦荘町i怪野塔ノ塚廃寺、野々

呂廃寺など、湖東北部地域に集中して認められる九こ

れらをよく観察すると、この「堤Jは製作の工程で必

然的に形成されたものではなく、わざわざ瓦当裏面に

粘土紐を貼り足して形成されており、いわゆる「一本

造り技法jによる軒丸瓦が、その技術上の特徴から円

筒状の丸瓦部の一部を「堤J状に遺存しているのとは

明らかに異なっている九

こうした例は全罰的にみてもきわめて少ないが、大

和川原寺では瓦当裏酷に多方向から工具をえぐりこま

せて中田にし、「堤j状に形成する軒丸瓦が知られてい

る。この軒丸瓦を検討された金子裕之氏は、これを南

滋賀廃寺などの大津京関連の遺跡、で見られる、いわゆ

る「一本造り技法Jによる「堤」⑥の「ルジメント(痕

跡器官)Jとして捉えようとしている九この説はさま

ざまな問題をふくんできわめて重要だが、湖東北部地

域においてはJII源寺とは「堤Jの形成法が異なること

に加えて、瓦当文様も両遺跡のように 1m原寺式jば

かりでなく、「山田寺式Jや「軽野寺式」、さらに櫓崎

東遺跡のようにこうした分類のできないものも少なく

ない。また、伴う軒平瓦についても一般的な重弧文は

少なく、瓦当面を「簾状JI指圧波状jにする特徴的な

ものが多い。今後は平瓦などのその他の瓦類も含めて、

瓦生産の地域への展開を考悲しつつ、あらため

したい。(北村圭弘)
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図 3 楢崎東遺跡採集の軒丸瓦(S= Y3) 
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図 4 繍崎東遺跡採集の平瓦と碍(s= Yi) 
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5. 上西)11 6. 上岡部 7 .下関部 8. 下五寺
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